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研究課題名 多発性骨髄腫患者に対するエルロツズマブ、ダラツズマブおよびイサツキシマブの有

効性に関する検討：関西骨髄腫フォーラムによる後方視的研究 

研究の意義・目的 再発・難治性多発性骨髄腫（RRMM）日本人症例に対するエルロツズマブ（エムプリ 

シティ®）、ダラツズマブ（ダラザレックス®）およびイサツキシマブ（サークリサ®） 

デキサート®)療法に有効な患者群を明らかにするため。 

研究を行う期間 研究機関の長の研究実施許可日～202６年５月 

総研究期間：５年 

研究協力をお願い 

したい方(対象者） 

多発性骨髄腫に対して 2017 年 1 月 1 日～2021 年 1 月 31 までにエルロツズマブ、

ダラツズマブおよびイサツキシマブを用いた治療を受けられた患者様で、関西骨髄腫フ

ォーラムデータベース（KMF データベース）に登録されている方が対象となります。 

協力をお願いしたい内容と 

研究に使わせていただく 

試料・情報等の項目 

診療の過程で得られた下記項目を本研究に使用させてください。 

診療情報等：【年齢、性別、骨髄腫の種類、病期、診断日、治療経過、治療効果、最終観

察日、最終転帰、検査データ】 

試料・情報の 

他機関への提供 

この研究は 別紙の共同研究機関から KMF データベースに登録された情報を用いま

す。その際は、特定の個人を識別できない形で提供されます。 

この研究を行っている 

共同研究機関 
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試料・情報を 

管理する責任者 

機関名：京都大学医学部附属病院 所属：血液内科 

氏名：諫田 淳也 

本研究の利益相反 この研究は臨床研究・教育支援センターが EP クルーズ（今回の解析対象薬剤の製造・

販売とは関係はありません）より提供を受けた資金により実施されます。 

本学の利益相反の状況については大阪市立大学利益相反マネジメント委員会に報告し、

その指示を受けて適切に管理します。本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企

業は下記の通りです。 

研究分担医師である髙桑輝人は、本研究で評価するイサツキシマブの製造販売会社であ

るサノフィ株式会社より講演料を受領しています。研究分担医師である日野雅之はエル

ロツズマブの製造販売会社であるブリストル・マイヤーズ・スクイブ株式会社より講演

料を受領しています。 

研究に協力を 

したくない場合 

下記に連絡することでいつでも本研究への協力を拒否することができます。また、研究

への協力を断っても、診療に関する不利益等を受けることはありません。 

連絡先 大阪市立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学 担当：髙桑輝人 

電話番号： 06-6645-3881 

 


